
山梨県におけるCKD普及啓発活動

山梨県 代表 原口和貴
同 リーダー 内村幸平
同 同 廣瀬 真
同 同 若杉正清

内容 １）CKD医療連携に特化した講演会
２）行政のCKD教室への講師派遣
３）行政と医療機関の共通資材としてのYouTube動画
（山梨方式）

2022年12月版

＊腎臓病デーの活動はコロナ禍で自粛中です



山梨腎臓内科医会は所属医療機関、出身大学、専
門医非専門医などの枠を超えて、山梨県の腎臓医
療に携わる内科医系医師が連携して諸問題につ
いて考え行動していくための組織です。会長に原
口和貴先生を選出しました。第一回総会は腎臓病
協会理事長柏原直樹先生をお招きして開催しまし
た。

１）医療者向けのCKD医療連携に特化した講演会
医療連携を中心とした講演会を計画し開業医のみならず行政の保健師、看護師、栄養士、薬剤師など多職種に広く呼びかけた。

山梨慢性腎臓病対策協議会は2010年から活動
を続けています。今後は山梨腎臓内科医会での活
動が中心になります。2022年は群馬大学の廣村
桂樹に群馬県におけるDXを駆使したCKD対策
についてご講演をいただきました。行政、かかり
つけ医と専門医、腎臓病療養指導士の間の活発
なディスカッションが刺激的でした。

製薬企業の主催の講演会でしたが、ご厚意により
製品紹介色が全くない講演会となりました。京都
府立大学の草場哲郎先生、千葉東病院の今澤俊
之先生のご講演を賜りました。山梨大学内村幸平
先生、信州大学橋本幸治先生を交えて熱いディス
カッションが行われました。

山梨腎臓病療養指導士会は第一回総会が開催さ
れ山梨大学の内村幸平先生を会長に選出しまし
た。山梨大学の小佐野彗一先生、崇城大学門脇大
介先生のご講演でした。腎臓の基礎的な理解を深
めるための一般講演と腎臓病療養指導士の職種
別にスポットを当てるような目的で構成された有
意義な講演会でした。



市民公開講座などでは、時間的に余裕のある参加者が、繰り返し参加する傾向があリます。
山梨県ではいくつかの市町村で特定健診のCKDの有所見者に対する講習会を開催しており、専門医が”出前（＝出張）で”講演をし
ています。行政の工夫により参加者が繰り返し聴講することを避けて、CKD有所見者に必要な情報を効率よく提供できています。

２）行政のCKD教室への講師派遣

対象者に対する行政からの講習会への呼びかけには、積極的に
参加してくださる方が多いようです。

講演会の後の情報交換は非常に大事です。現場の保健師さん達
は直接患者さんに接しています。彼女達の力を引き出さなくて
はCKDの啓発はおぼつかないでしょう。



３）行政と医療機関の共通資材としてのCKD啓発YouTube動画 (1)

下の図はCKD患者が透析に至るまでの過程です。腎臓専門医が通常考える”医療連携”は下図の③④⑤であり、透析を確実に回避で
きるのは⑤だけです。④⇨⑤の対策だけで透析導入が減少するかは定かではありません。このため下の緑色で記した⑧の健診人間ドッ
クの有所見者を如何にして確実に再検査し、必要に応じて医療の仕組みに組み込むかが極めて重要です。⑧の流れをより太くする対
策が必要です。行政での患者啓発用資材の不足状況を踏まえYCKDI(山梨慢性腎臓病対策協議会）ではCKD啓発YouTube動画を
作成し、この紹介チラシを県、市町村、健診・人間ドックなどでの受診勧奨等に利用していただいています。
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３）行政と医療機関の共通資材としてのCKD啓発YouTube動画 （２）

2022年12月22日時点での動画再生回数
48509回

チャンネル登録者数
340人

動画数
９個

チラシは令和4年度厚生労働科学研究費
補助金（腎疾患政策研究事業）「腎疾患対策検討会報告
書に基づく慢性腎臓病(CKD)対策の推進に資する研
究(課題番号２２fd１００１）の支援で作成できました。
筑波大学山縣邦弘先生に深く感謝申し上げます。

現在は新たな動画作成に向けて
山梨腎臓内科医会で検討中です。

山梨方式でのYouTube動画の活用方法はある程度検診、人間ドックなどでの普及を目的としている点です。
検診結果の説明会で動画を使用したいという市町村もありますので今後使い方が広がっていく可能性があります。
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